
様式１

基準

維持管理業務の実施状況
仕様書等に基づき施設の適切な
維持管理業務が行われている
か。

自主事業等の実施状況
事業計画書等に基づいた施設の
設置目的に沿った事業が実施さ
れているか。

人員配置等の業務体制

仕様書等で定めた人員配置がな
されているか。また、労働環境
が関係法令等を遵守した適正な
ものとなっているか。

職員研修の実施状況
事業計画書等に従い職員研修が
実施されているか。

個人情報保護の措置状況
協定書の個人情報保護規定に基
づき、個人情報が適正に管理さ
れているか。

緊急時対応への取組状況
緊急時の連絡体制があり、かつ
訓練等が実施されているか。

施設利用の許可状況
利用者の公平な選考を確保して
いるか。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 比較(H30-H29)

開館日数 308日 308日 308日 0日

a.貸室 39,779人 43,185人 46,417人 3,232人

b.非貸室 61,546人 57,839人 47,246人 ▲ 10,593人

H30稼働率： 39.1%

サービス向上等への取組状況
施設PRやサービス向上の取組み
は実施されているか。

利用者満足度調査結果

利用者への満足度調査（アン
ケート）等を実施し、業務改善
を実施しているか。（指定管理
者が自ら行ったアンケート結果
に基づく）
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諸規定に基づき適正に実施されている。

施設利用状況

前年度と比較した利用者数や施
設稼動率についてはどうなって
いるか。（利用状況を数値化し
て平成29・30年度を比較）

利用者数

【要因分析】
平成29年度まで多目的ホール（貸室）で行われていたコールシャロン（コンサート）や研修
会、講演会の開催がなく、全体利用者数が減少した。平成30年度からボランティア活動室及び
和室を貸室として利用を開始したため、貸室の利用者数が増加した。

「社協だより」（年3回、全世帯配布）等を活用し、施設の広報を行っている。また、施設内に
利用者の意見を受け付ける「ボックス」を設置し利用者ニーズの把握に努めている。また、平
成29年度から実施している「あいトピア見学と福祉のお話」を継続して開催し、利用者の増加
を図る取り組みが行われている。

利用者アンケート
・職員対応　　大変良い３６．５％　良い６２．０％　少し悪い１．４％　　悪い０．０％
・案内表示　　大変良い３１．７％　良い６４．４％　少し悪い３．８％　　悪い０．０％
・利用手続　　大変良い１９．０％　良い７５．０％　少し悪い６．０％　悪い０．０％
・設備利用　　大変良い２０．６％　良い６５．２％　少し悪い１０．８％　悪い３．４％
○全体集計    大変良い２７．９％　良い６５．３％　少し悪い５．７％　　悪い１．２％
・職員対応では大変よいとする回答が３６．５％、良いとする回答が６２．０％と良好であ
る。引き続きサービス向上に努めていく。
・設備利用では駐車場の不足などにより、少し悪いとする回答が１０．８％、悪いとする回答
が３．４％となっている。設備改良等ハード面で対応が難しい事項は、職員対応等の人的サー
ビスにより補うよう努めていく。

　平成30年度指定管理料（決算見込） ４７，１０４千円
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仕様書に基づき適切に行われている。

事業計画書に基づき「脳の健康教室」等の介護予防事業や高齢者セミナーを実施するなど、福
祉ニーズにあわせた効果的な事業が行われている。また、地域の小学生へ総合福祉センターを
知ってもらう行事として「あいトピア見学と福祉のお話」を開催し、利用者の増加を図る取り
組みが行われている。

仕様書で定めた適切な人員配置がなされている。労働環境は関係法令等が遵守され適正なもの
となっている。管理業務に関する指揮命令系統も適切である。

普通救命講習や防災教育等の研修を実施している。

個人情報保護規定を策定し、職員に対し個人情報保護に関する教育を実施するなど、個人情報
の適切な取り扱いを行っている。

適切な緊急時の連絡体制を整えている。また、防災訓練を年２回実施し利用者の救命や安全確
保に備えている。

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日

担 当 課 福祉部福祉政策課（0532-51-2355）

　平成29年度指定管理料（決算） ４６，８５２千円

指 定 管 理 者 社会福祉法人豊橋市社会福祉協議会

平成３０年度指定管理者業務モニタリング評価表

施 設 名 総合福祉センター

所 在 地 豊橋市前畑町115番地



様式１

苦情・トラブルへの対応
利用者の苦情等への対応は適切
であったか。

経費等の執行管理状況
資金の適正な管理と経理内容の
明確化が実施されているか。

収支状況が収支計画書と乖離し
ていなかったか。

指定管理料 指定管理事業費 53,034千円

利用料金収入

自主事業収入

その他収入

収支差額 -5,930千円

指定管理者の自己評価

平成30年度指定管理業務において、基本協定書に基づき、適正な管理運営に取り組みました。光熱
水費については、夏季が平年よりも気温が高く猛暑だったため、空調機器等の使用量が増えて、費
用の増加が見られました。次年度は施設運営側の節電だけでなく、無理のない範囲での利用者への
節電啓発を通じて、できる限りの縮減に努めていきたいと思います。また、修繕に関しては、開設より
15年が経過して、照明機器や空調設備等に故障が発生することが増加しておりますので、利用者の
方が安全、快適に利用できるように、迅速で適切な修繕に取り組んでいきます。さらに利用者数にお
いても、平成30年度も、従来より実施している「脳の健康教室」など、地域の高齢者の福祉ニーズに
応じた事業に加えて、一般市民へ総合福祉センターを知ってもらう行事として「あいトピア見学と福祉
のお話」を開催するなどして、利用者の増加を図りました。

総合評価

平成30年度の指定管理業務については、事業計画書、協定書、仕様書等に基づき適正に行われて
いる。本市の社会福祉の総合拠点として、社会福祉事業に関する専門性やネットワークを活かし、市
民の福祉ニーズにあわせた事業を実施している。指定管理者が地域福祉センターと同様のため、情
報共有等も円滑に行われ、連携も十分に図られている。また、昨年度から継続して「あいトピア見学と
福祉のお話」を開催するなど、市民に対し施設を知ってもらう運営に努めており評価できる。一方で、
利用者数が昨年度と比較して減少していることが問題点として挙げられる。今後は地域の福祉ニー
ズに応えつつ、市と必要な協議を行いながら、施設の計画的な維持管理と利用者数の増加のための
改善策の提案が必要である。

事例に応じて市と連絡・調整を行いながら迅速かつ適切に対応している。
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資金管理は確実に行われている。経理内容についても適切な経理区分により明確化されている。

経費等の収支状況

概ね収支計画書どおりの収支状況となっており、コスト削減にも努めている。

収支計算書

収入の部 支出の部

47,104千円

意見箱等
意見箱等に寄せられた具体的な
意見

内容 対応

・駐車場が狭く、空いていない時に探すのが大
変。

公共交通機関の利用を促すほか、混雑時及び
満車時に職員が誘導を行い安全管理に努め
た。

・玄関入り口に掲示してある予定表をもう少し
大きくしてほしい。

予定表のサイズをＡ３からＡ２へ変更した。
また、館内ディスプレイに表示される利用予
定の文字も大きく表示するよう変更した。

・トイレの水の流れが悪い。
すぐに修理を実施した。今後も不具合が生じ
た場合は迅速な対応を心掛ける。


